
『関東大震災を歩く ― 現代に生きる災害の記憶 ―』 刊行記念

■ イベント内容
大正の帝都を襲い、死者 10 万 5 千人、倒潰・焼失家屋 37 万
棟を数える被害をもたらした未曾有の大災害「関東大震災」。
東京を歩くと、今でも関東大震災の慰霊碑や記念物、復興の
モニュメントがひっそりと佇んでいます。人びとはどのよう
な思いで死者を弔い、どんな理想（ビジョン）を持って瓦礫の
街を蘇らせたのでしょうか。 大正の大震災の痕跡を豊富な写
真とともに紹介する新刊『関東大震災を歩く』が、吉川弘文
館より刊行されます。これを記念して、著者である武村雅之
先生をお招きし、何時起こるとも知れない地震に備えて当時
の人々から教訓を学びます。

武村雅之先生 講演会

「不意の地震に不断の用意」
３月６日（火） 18：30～
参加費：無料

◎開催日時
　３月６日（火） 18：30～20：00 （18：00開場）

 ◎開催場所
　八重洲ブックセンター本店８階ギャラリー

 ◎参加費：無料

◎定員：80 名
　※定員になり次第、締め切らせていただきます。
◎お申込方法
　店内備え付けの申込書に必要事項を明記の上、
　１階サービスカウンターにて申込み。
　もしくは、お電話による申込み。
　　　八重洲ブックセンター電話番号　03-3281-8201

申 込 書

フ リ ガ ナ

ご 氏 名

連絡先電話番号

※お預かりした個人情報（氏名・電話番号）は、

　お申込の講演会が中止、もしくは日時が変更

　になった場合のご連絡のみに使用致します。

武村雅之先生 講演会 「不意の地震に不断の用意」 ３月６日（火） 18：30～　参加費：無料

■ 講演者プロフィール
　武村雅之（たけむらまさゆき） 
　　1952 年、京都市に生まれる。1981 年、東北大学大学院理学研究科博士課程修了（理学博士）　
　　鹿島建設技術研究所ならびに小堀研究室を経て、現在株式会社小堀鐸二研究所副所長
　＜主要編著書＞
　　『関東大震災 - 大東京圏の揺れを知る』（鹿島出版会、2003 年）　
　　『手記で読む関東大震災』（編著、「シリーズ日本の歴史災害」5、古今書院、2005 年）
　　『地震と防災 - 揺れの解明から耐震設計まで』（「中公新書」、2008 年）

主催：八重洲ブックセンター　協賛：吉川弘文館


